


（1）発生日時  平成23年3月11日（金）14時46分頃 
（2）震央地名  三陸沖（北緯38.1度、東経142.8度） 
        （牡鹿半島の東約130km） 
（3）震源の深さ 約24km 
（4）規模    マグニチュード9.0 
（5）最大震度  震度7（栗原市） 
（6）津波    7.2m（仙台港） 
        （平成23年4月5日気象庁発表） 
         ※痕跡等から推定した津波の高さ            
         8.6m以上（石巻市鮎川） 
        （平成23年6月3日気象庁発表） 
         ※津波観測施設のデータ解析による 

【浸水面積】左図ピンク色の範囲 
県内の浸水面積は327k㎡ 
※6県62市町村の浸水面積合計561k㎡の約6割に相当 

■ 地震の概況等 

１．宮城県における震災等の概要 











山元町の被災状況 



除塩工の手順 















有効な三重県のシステムの一例 

２．電子納品（特に写真） 

・宮城県の農地等の災害復旧事業では対象外 

・写真は計画変更など、第三者への説明で必要不可欠 

３．情報共有システム（三重県では実証実験中） 

・派遣の入替りが多く、書類の状況が把握しがたい 

→自動的に提出書類の整理、提出状況の把握が容易 

４．ＧＩＳ（三重県地図情報サービスを含む） 
・査定、復旧状況の定点観測などで利用されている 

１．進行管理システム（三重県版） 

・工事執行と予算との関係性が常に確保されている 

・DWHの利用で、発注状況などの調査が容易 



宮城県からの 

家具家電のレンタル 

・テレビ 

・冷蔵庫 

・電子レンジ 

・洗濯機 

・テーブル（こたつ） 

・エアコン 

・電気コンロ（備付） 

派遣生活について 

撮影方向 

・カーテン 



 宮城県から無償で必要な家具・家電が貸し出されている
ため、特に不便は感じない 

派遣生活（感想） 

 愛子寮がＪＲ仙山線と比較的大型車両の交通量の多い道
路に隣接しているので、慣れるまでは寝れないという意見
も聞いたことはある。（朝４時頃から大型車交通が多い） 

環境変化への適応という意味では、 

三重県内の異動でも変わらない 

 愛子寮の場合、通勤で利用するＪＲ仙山線の陸前落合駅
まで近く便利 



ご清聴ありがとうございました 


